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４月22日 日 　市長・市議会議員選挙

考えて　その一票の　大切さ

問い合わせ　選挙管理委員会　緯38-2100

◆
投
票
所
へ
は
、「
投
票

通
知
書
」
の
は
が
き
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※「
投
票
通
知
書
」
を
な

く
さ
れ
て
も
投
票
所

で
申
し
出
て
い
た
だ

け
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
。

◆
平
成
十
九
年
三
月
十

六
日（
金
）
以
降
に
市
内

転
居
の
届
出
を
さ
れ
た

か
た
は
、
前
住
所
地
の

投
票
所
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
・
旅

行
・
レ
ジ
ャ
ー
等
の
予

定
の
あ
る
人
は
、
期
日

前
投
票
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
　

∧
市
役
所
北
館

　
　
一
階
玄
関
西
側
∨

期
間
　
四
月
十
六
日
～

二
十
一
日

時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時

∧
ラ
ポ
ル
テ
本
館
三
階

　
　
　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
内
∨

期
間
　
四
月
十
六
日
～
二
十
一
日

時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
八
時

投
票
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

選
挙
公
報
の
配
布

　
新
聞
折
り
込
み（
朝
日
・
神
戸
・
産
経
・
日

経
・
毎
日
・
読
売
）
で
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
受
付
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
体
育

館
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
に
も
配
置

し
て
い
ま
す
。

　
郵
送
希
望
の
か
た
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
三
月
二
十
八
日
（
水
）
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
平
成
十
八
年
度
中
に
芸
術
・
文
化

の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
五
人
の

か
た
と
三
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

《
個
人
》

■
森
岡
勇
斗
さ
ん（
第
七
十
九
回
兵
庫
県
小

･
中
・
高
校
絵
画
展
学
年
優
秀
作
品
賞
受
賞
）

■
茂
木
麻
美
さ
ん（
平
成
十
八
年
度
第
四
回

近
畿
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
･
コ
ン
テ

ス
ト
第
三
位
受
賞
）

■
岩
松
千
央
さ
ん（
第
十
八
回
読
書
感
想
画

兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
受
賞
）

■
小
原
裕
之
く
ん（
第
六
十
回
全
日
本
学
生

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
阪
大
会
声
楽
部
門
高

校
の
部
第
三
位
受
賞
）

■
堀
田
弘
明
く
ん（
第
二
回
関
数
グ
ラ
フ

ア
ー
ト
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
受
賞
）

《
団
体
》

■
潮
見
中
学
校
吹
奏
楽
部（
第
三
十
四
回
兵

庫
県
マ
ー

チ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト

中

学

校

フ

ェ

ス

テ
ィ
バ
ル

部
門
金
賞

受
賞
）

■
県
立
国

際
高
等
学

校
邦
楽
部

（
第

二

十

一
回
兵
庫

県
高
等
学

校
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
）

■
甲
南
高
等
学
校
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

部（
ジ
ャ
パ
ン
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ジ
ャ

ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
〇
六
兵
庫
県
知

事
受
賞
）

「
芸
術
文
化
活
動
顕
彰
」
を
５
人
・
３
団
体
に

　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
市
民
参
画
課
　
緯
映
２
０
０
7

平成18年度「芸術文化活動顕彰」受賞の皆さん

　
三
月
二
十
八
日
、
新
し
い
装
備
の
青
パ
ト

二
台
を
、
芦
屋
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
か
ら
本

市
へ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
青
色
回
転
灯
を
付

け
た
「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」（
青
パ

ト
）
の
車
両
を
配
備
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
見
守
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
間
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区（
中
学

校
区
）
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
「
青
パ
ト
」
は
、
青
色

回
転
灯
も
大
き
く
な
り
、
巡
回
し
て
い
て
も

分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
現
在
、
巡
回
用
に
仕
様
変
更
し
、

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
へ
の
移
管
手
続
き
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
手
続
き
等
に
約
三

カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、
夏
頃
に
は
新
し

い
青
パ
ト
で
巡
回
で
き
る
予
定
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、
今
後

と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆新しい「青パト」は、手続きが終了次第、市内を

巡回し、子どもたちの安全を見守ります。

問い合わせ

防災安全課　緯38-2093

新しい

子ども安全

パトロール車

(青パト)が
出動します

 平成19年度

組織改正・人事異動等

問い合わせ

人事課　緯38-2019

　平成19年度の組織改正については、多様化

する業務を見直しし、より簡素で効率的な組

織になるよう、再編を行いました。

　また、地方自治法の一部改正に伴い、「助

役」を「副市長」に改め、また、「収入役」を廃

止し、新たな部長級の「会計管理者」を設けま

した。

　主な組織改正の内容としては、「まちづく

り」の中心となる市民参画・協働施策を中核に

まちの活性化を図るため、「生活環境部」を廃

止し「市民生活部」を設置し、「市民参画課」を

「総務部」から移管しました。

　さらに、良好な住環境の持続・育成に関す

る施策と道路・公園・公害の環境問題等を総

合的に推進するとともに、より機動的に防災

等の市民の安全に対応するため、「建設部」を

廃止し「都市環境部」を設置し、都市環境部に

「防災安全課」と「環境課」を新設しました。

　職員数は、平成18年４月１日現在で1,000

人であったものが、平成19年４月１日現在で

は970人となり、30人の減員となりました。

また、66課を60課に縮小し、組織のスリム化

を図りました。

　人事異動については、本年度末から多くの

職員が定年退職しますので、組織構成を勘案

し、主査や課長補佐級に若手職員や女性職員

を登用しました。

　課長級以上の異動については、部長級５人、

次長級３人、課長級29人で、総勢205人の人事

異動を行いました。

【部長級以上の異動】

※〈　〉内は旧役職名

◇技監・大瓦巖

〈兵庫県阪神南県民局企画調整部参事〉

◇会計管理者・青山学

〈総務部次長（行政経営担当）〉

◇市立芦屋病院診療局麻酔科部長・

　多田仁彦

〈市立芦屋病院診療局麻酔科主任医長〉

◇学校教育部長・中尾滋男

〈市立芦屋高等学校長〉

◇消防長・樋口文夫 〈消防本部次長〉

【退　職】　       ※〈　〉内は旧役職名

◇池村和己                            〈技監〉

◇柴田政彦

    〈市立芦屋病院診療局麻酔科部長〉

◇藤井清                            〈消防長〉

■花岡啓一収入役(右・写真)は、３月31日付で退任しました。

　新年度からの市の会計責任者は、青山学会計管理者となります。

４月６日(金)・７日(土)　「第19回 芦屋さくらまつり」を開催

　満開の桜の下、２日目はあいにくの小雨模様でしたが、縁日が並

ぶ芦屋川沿いに12,400人が集い、イベントや花見を楽しみました。

まつりのごみを集めるボランティアの皆さん




